
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所沢市立所沢図書館新所沢分館 図書館だより 

読むトコ 

第 5 巻 第４号 (201７.２) 

  第 12 巻 第 1 号 (2023.4) 

 

令和５年度のはじまりということで図書館職員の仕事の一つで

ある『レファレンス』について紹介します。 

(※日程等については変更になる可能性がありますのであらかじめご了承下さい) 

◎レファレンス（reference）とは、「参考」「参照」という意味ですが、図書館のサービスで言えば情報探し

のお手伝いです。日常の中で調べたいことわからないことがありましたら、お気軽におたずねください。 

 

◎所沢市の図書館ではレファレンスサービスを各図書館のカウンターや電話での受け付けに加え、ホーム

ページの「利用者のページ」からの申し込み、「Webレファレンス」でも受け付けています。 

《所沢市立所沢図書館ホームページ https://www.tokorozawa-library.jp/》 

 

◎レファレンス協同データベース 

国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築している、調べもののためのデータベースです。 

全国の図書館等で日々行われているレファレンスの記録や情報の調べ方などを図書館員がデータベースに

登録し、インターネットを通して皆様に提供するサービスです。 

この「図書館の知識が集まったデータベース」を使って、日常生活でふと感じた疑問から、専門的なこと

まで、幅広いデータを見ることができます。 

《レファレンス協同データベース https://crd.ndl.go.jp/reference/》 

 

◎レファレンスについての本 

 レファレンスの本となると図書館員に向けた専門的なものもありますが、中にはレファレンスのおもしろ

い事例を紹介した本などもあります。例えば、福井県立図書館の Web サイトのページ「覚え違いタイトル

集」をまとめた『100 万回死んだねこ』 福井県立図書館／編著 講談社 や東京都立中央図書館の相談係

の５ヶ月間の日記『レファレンスと図書館』 大串夏身／著 皓星社 などレファレンスについて楽しく知るこ

とができる本もありますので興味のある方はぜひご覧ください。 

 

まだまだ奥深いレファレンスの世界、興味がある方は実際にサービスを利用してみてください。また、新

所沢分館では図書館利用に関連するセミナーを開催することもありますので、ご参加頂ければ幸いです。 

図書館員の仕事を知っていただき、図書館をより楽しく、深く活用していただければと思います。  

新所沢分館では、今年度も様々なイベントを開催する予定です。 

まず新年度初めてのイベントは５月下旬ごろに工作会を予定しております。 

現在、企画進行中。お楽しみに！ 

詳細なイベント内容は開催１か月前に館内にてポスター・チラシで告知いたします。 

ぜひともご参加をお待ちしております。 

https://www.tokorozawa-library.jp/
https://crd.ndl.go.jp/reference/
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○○の日 おすすめ本紹介 
 

4月 

5月 

6月 

8 日は炭酸水の日 

俳人・松尾芭蕉が「奥の細道」の旅に出発した日を、新暦に置き換えるとこの日に

なることから、日本旅のペンクラブが制定。 

16 日は旅の日 

「武(6)士(4)」と読む語呂合わせと、戦国時代最後の戦いともいわれる

大阪夏の陣の終結が新暦の６月４日と推定されることから。 

4 日は武士の日 

『果てしなき追跡 上』（B913.6/オ） 逢坂剛/著 中央公論新社 

「おいしい炭酸水」などを製造販売するサッポロ飲料株式会社が制定。 

4 月 8 日を炭酸の飲み口である「シュワ」と読む語呂合わせ。 

函館で銃弾に斃れた元新選組副隊長の土方歳三。 

実は奇跡的に一命をとりとめ、アメリカに密航していた。記憶を失ったサムライ

が行き着く先は…？ 

ハードボイルドに酔いしれたいあなたにおすすめの一冊。 

 

『松尾芭蕉を旅する』（911.32/マ） 

 ピーター・J・マクミラン/著 講談社 

1689（元禄 2）年、当時 46歳だった芭蕉は東京の深川を船で旅立ち、最終

的に岐阜県の大垣に至ります。この約 5か月間、2400キロメートルの行程の

中で生まれた作品を「奥の細道」という紀行文にまとめました。他にも芭蕉は

「野ざらし紀行」「更科紀行」など、複数の紀行文を完成させますが、こうし

た紀行文にある俳句を四季に分けて載せたのがこの本です。 

一句一句に英訳と解説がついており読みやすいので、お気に入りの句を

探してみてはいかがでしょうか。 

『ソーダと炭酸水の歴史』（588.4/ﾚ）  

ジュディス・レヴィン／著 元村まゆ／訳 原書房 

炭酸のシュワッ！とした口触りの良さに多種多様なフレーバー、現代人とは切っ

ても切り離せないほど身近な存在になっている炭酸水。そんな炭酸水がいかにして

普及してきたのかなど歴史的観点から解説されています。 

巻末にレシピ集があり、過去に作られていたレシピも掲載されているので実際に

作って味わってみるのもいいかもしれません。 

  


